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北海道コカ･コーラボトリング株式会社（本社：札幌市清田区 取締役社長：佐々木 康行）は、2021年

3月に北海道エアポート株式会社（本社：千歳市 代表取締役社長 蒲生 猛）との間で締結した「災害・雪

害時等における連携・協力に関する協定」に基づき、自動販売機を活用した「防災インフォメーションコーナー」を

新千歳空港内に開設します。 

 

このたび開設する「防災インフォメーションコーナー」は、空港利用者の安全安心の向上に向けた取り組みとして、

国内線ターミナルビル２階連絡通路前に、電光掲示板付き災害対応型自動販売機、マスク等の衛生用品の

自動販売機を設置する他、デジタルサイネージを設置し、千歳市と連携した防災情報の発信などを行います。 

また、国内線ターミナルビル２階出発口B付近、国内線ターミナルビル２階出発口F付近にも、デジタルサイネ

ージを除く自動販売機２台をそれぞれ設置します。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜防災インフォメーションコーナーのイメージ＞ 

 

 

当社は、｢北の大地とともに｣をスローガンに、どさんこ企業として、北海道の魅力をさらに高める活動、地域課題解決

への協力、次世代を担う子どもたちに将来の地球の姿を考える場の提供、安全で安心な地域づくりを応援する取り組

みなど、事業活動を通して継続的に推進してまいります。 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

北海道コカ・コーラボトリング株式会社 広報・サスティナビリティ推進部 

担当：及川 TEL 011-888-2091 

 

 

 

 

 

 

～空港利用の安全安心への取り組み～ 
新千歳空港 「防災インフォメーションコーナー」開設 

 
 

 

➢ 運用開始：2021年 12月 23日（木） 

➢ 開設場所：国内線ターミナルビル２階連絡通路前 

           ※国内線ターミナルビル２階出発口 B付近（自動販売機のみ） 

           ※国内線ターミナルビル２階出発口 F付近（自動販売機のみ） 

【防災インフォメーションコーナーの開設について】 



 

【参考：災害・雪害時等における連携・協力に関する協定について】 

➢ 2021年 3月に北海道エアポート株式会社（本社：千歳市 代表取締役社長 蒲生 猛）との間で、空港利

用者の安全安心の向上に向けた「災害・雪害時等における連携・協力に関する協定」を締結 

➢ 新千歳空港における備蓄水の提供、 災害発生時における販売用飲料水の無償提供等に加え、当社製品を

販売する「電光掲示板付き災害対応型自動販売機」、マスク等の衛生用品を販売する自動販売機の設置など

を通じ、災害発生時における空港利用者の更なる安全安心に向けた取組みを進めるもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協定式の様子 

 

 

【参考：電光掲示板付き災害対応型自動販売機】  

災害対応型自動販売機は、搭載する電光掲示板を通じて、パソコンからの遠隔操作により文字情報を表

示することが可能で、平常時には観光情報や空港内の施設情報を配信して空港利用者の利便性向上をは

かるとともに、緊急時には災害情報の配信や、同様の遠隔操作により自動販売機内の飲料水の無償提供を

行うなど、空港利用者への情報提供サービスと新千歳空港の防災力強化を支援いたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


